
思想運動 1062号 2021年 3月 1日号 

目次 

1面 

 国際婦人デー 

働く女性の「平等」をかちとろう 

コロナ禍で噴出する女性への攻撃を跳ね返せ 

国際婦人デー３・６東京集会実行委員会 

 

 国際婦人デー３・６東京集会に結集を！ 

 

2面～3 面 

エッセイ 

核兵器禁止条約発効に思う 

「核の傘」から出よう 

平岡敬（元広島市長） 

 

エッセイ 

福島原発事故から 10年 

懲りない原発推進派 

菅井益郎（国学院大学名誉教授） 

 

「３・11」から一〇年のいま ―― 投稿欄に寄せられた意見から 

原発労働者に光を 

池田実（元原発作業員） 

 

 一〇年目のフクシマ 

黒田節子（原発いらない福島の女たち） 

 

 今でも原子力緊急事態宣言は解除されていない！ 

久世薫嗣（エベコロベツ自給のむら代表） 

 

あの３・11の真の教訓とは 

花井吉宅（茨城県常総市在住） 

 

金野正晴氏の連載終了に際して思う 

伊藤龍哉（東京都在住） 

 

川柳  

もう十年、まだ十年  

乱鬼龍 

 

3月 23日労働者・市民集会 徹底検証! コロナ感染での医療崩壊は誰の責任か 

 

トピック・ＴＯＰＩＣ 

 高江への機動隊派遣違法裁判で控訴審第二回口頭弁論 



斉藤光太郎 

 

壊憲ＮＯ！ 96条改悪反対連絡会議がＰＣＲ拡充の街頭署名 

木嶋正 

 

催物案内 

 

放射能汚染と向かい合うための基礎知識（２６） 

環境への放射能放出と汚染の拡大 

 今 中 哲 二（京都大学複合原子力科学研究所研究員） 

 

4面 

突如浮上した国産長距離巡航ミサイル開発 

問われるべきはわたしたち市民の姿勢 

吉沢弘志（反基地活動家） 

 

辺野古に陸自常駐の「極秘合意」 

スクープ報道で考える本土の意識 

吉川毅（『沖縄タイムス』東京報道部） 

 

イラスト通信 

 スラップ起訴をはね返せ！！ 

広浜綾子 

 

5面 

医療崩壊はコロナの前から 

「医療」の在り方の根本的な問い直しを！ 

藤原和美・看護労働者 

 

資本と権力一体となった関生攻撃 

産別労組への史上最悪の弾圧を許さない！ 

武洋一（全日本建設運輸連帯労働組合関西地区生コン支部書記長） 

 

『大資本はなぜ私たちを恐れるのか』（武建一著） 

荒っぽく理知的な階級闘争 

藤原晃 

 

6面 

須田光照さん（全労協全国一般東京東部労働組合書記長）に聞く 

コロナ禍の下、労働組合はいかに闘うか 

聞き手＝村上理恵子 

 

7面 

状況２０２１・国際  

朝鮮労働党第八回大会から学ぶもの 

いきいきとした組織体をめざして 

土松克典 



 

8面 

在日韓国民主統一連合の要請書 

韓米合同軍事演習を中止せよ！ 

 

連載 キューバからの便り（６） 

 〝誰も見捨てない〞キューバ 

宮本眞樹子（キューバ・ハバナ在住） 

 

国際短信 世界のいま 

〈共産党・労働者党〉ＣＯＶＩＤ19流行発生一年で共産党・労働者党が共同声明 

 

9面 

HOWS「大西巨人の批評を読む」の報告を終えて 

内なる社会を見つめよ 

山本恵美子（HOWS受講生） 

 

国立ハンセン病資料館で学芸員の不当解雇 

「啓発」のもとに進む今再びの抹殺の道 

栗山和久（「らい予防法国家賠償請求訴訟を支援する市民の会」元事務局長） 

 

前照灯 

橋本・小池・丸川？ 

 

10面 

『思想運動』紙 12月１日・１月１日号合評 

基本グループ会議で出た意見から 

 

新聞『思想運動』を読んで 

反帝国主義の観点貫く意味 

大村歳一（長崎県在住） 

 

11面 

パリ・コミューン一五〇年にあたって 

 武井昭夫「パリ・コンミューンの教訓」再読 

労働者階級の思想主体形成こそが未来をこじ開ける鍵 

井野茂雄（文化活動家） 

 

3月 27日HOWS講座 B・ブレヒト作『コミューンの日々』を再考する 

 

12面 

『国際主義』第二号を読んで 

丸川、村田両氏の論文をめぐって 

瀬戸宏（摂南大学名誉教授） 

 

頂門一針 

 スパイから「アンブレイカブル」へ 



 

書評 『血債の言葉は何度でも甦る』 

沖縄からのメッセージ 

太田哲男（桜美林大学名誉教授） 

 

『トルソー』第六号 

群島の会（スペース伽耶・定価九〇〇円＋税） 

編集部 

 

編集部発 

 

付録 1 面～４面 

ＨＯＷＳ講座報告 

移住労働者とわたしたち 

入管法の改悪とコロナ禍のなかで 

指宿昭一（弁護士） 

 

 


